
5月 3日・憲法記念日
4日・みどりの日
5日・こどもの日

（皐月）MAY

行政改革の一環として、現在8つある政府系金融機関の統廃合
が行われ、平成20年10月から新体制に移行します。8つのうち公
営企業金融公庫など3つが廃止及び民営化され、国民生活金融公
庫、中小企業金融公庫など5つ（当初、4つ）が1つの政策金融機
関として統合されるとともに、業務の見直しが行われます。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

国　税／4月分源泉所得税の納付

5月10日

国　税／3月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 5月31日

国　税／9月決算法人の中間申告

5月31日

国　税／6月、9月、12月決算法人の

消費税等の中間申告

（年3回の場合） 5月31日

国　税／個人事業者の消費税等の中

間申告（年3回の場合）5月31日

国　税／確定申告税額の延納届出に

よる徴収猶予税額の納付

5月31日

国　税／特別農業所得者の承認申請

5月15日

地方税／自動車税・鉱区税の納付

都道府県条例で定める日

労　務／労働保険料（概算・確定）申告

書の提出 5月21日

労　務／労働保険料（全期・1期分）の

納付 5月21日

・

・
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平
成
十
八
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

法
人
の
役
員
給
与
に
関
す
る
規
定
が
改

正
さ
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
役
員
給
与
の
決
め
方
に
関

し
て
の
大
改
正
で
あ
っ
た
た
め
、
実
務

上
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

疑
問
点
も
多
く
発
生
し
て
お
り
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
追
加
情
報
も

公
開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

う
ち
定
期
同
額
給
与
に
つ
い
て
、
明
確

化
さ
れ
た
部
分
を
説
明
し
ま
す
。

Q1
（
定
期
給
与
の
額
を
改
定
し
た
場
合

の
損
金
不
算
入
額
）

甲
社
（
年
一
回
三
月
決
算
）
は
、
平

成
十
九
年
一
月
か
ら
役
員
Ａ
の
給
与
を

月
額
三
〇
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
定
期
給
与
の
額
を
事

業
年
度
の
中
途
で
改
定
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
全
額
が
定
期
同
額
給
与
に
該
当
し

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
甲
社
は
、
事
前
確
定
届
出
給
与

の
届
出
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ

法
人
税
法
の
規
定
で
は
、
役
員
に

対
し
て
支
給
す
る
定
期
給
与
（
そ
の
支

給
時
期
が
一
月
以
下
の
一
定
の
期
間
ご

と
で
あ
る
も
の
）
の
額
に
つ
き
、
事
業

年
度
の
中
途
で
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
改
定
に
係
る
定
期
給
与
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

定
期
同
額
給
与
に
該
当
し
、
原
則
と
し

て
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

①

定
期
給
与
の
額
に
つ
き
、
当
該
事

業
年
度
開
始
の
日
か
ら
三
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
に
そ
の
改
定
が
さ
れ
た

場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
定
期
給

与ア

そ
の
改
定
前
の
各
支
給
時
期
に

お
け
る
支
給
額
が
同
額
で
あ
る
定

期
給
与

イ

そ
の
改
定
以
後
の
各
支
給
時
期

に
お
け
る
支
給
額
が
同
額
で
あ
る

定
期
給
与

②

定
期
給
与
の
額
に
つ
き
、
当
該
法

人
の
経
営
の
状
況
が
著
し
く
悪
化
し

た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由

に
よ
り
そ
の
改
定
が
さ
れ
た
場
合

（
減
額
し
た
場
合
に
限
り
、
①
を
除
く
）

の
当
該
事
業
年
度
の
そ
の
改
定
前
の

各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給
額
及
び

そ
の
改
定
以
後
の
各
支
給
時
期
に
お

け
る
支
給
額
が
そ
れ
ぞ
れ
同
額
で
あ

る
定
期
給
与

以
上
か
ら
す
る
と
、
中
途
改
定
は
①
、

②
に
該
当
し
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て

全
額
損
金
不
算
入
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
増
額
後
の
各
支
給
時
期
に
お
け
る

5月号 2

図表1

役員Aの給与 ＋30万円 

18年4月 19年1月 19年3月 

事業年度 

図表2

役員Cの給与 120万円 
50万円 

18年5月 18年11月 19年4月 

事業年度 

図表3 
 役員Dの給与 

3か月間20％カット 

18年4月 18年10月～18年12月 19年3月 

事業年度 

（平取締役） 

（代表取締役） 
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3 5月号

支
給
額
も
同
額
で
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、

従
前
か
ら
の
定
期
同
額
給
与
と
は
別
個

の
定
期
給
与
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ

れ
た
も
の
と
同
視
し
得
る
こ
と
か
ら
、

上
乗
せ
支
給
さ
れ
た
定
期
給
与
と
み
ら

れ
る
部
分
の
み
が
損
金
不
算
入
と
さ
れ

ま
す
。

甲
社
の
場
合
、
九
〇
万
円
（
平
成
十

九
年
一
月
か
ら
三
月
の
各
三
〇
万
円
）

が
損
金
不
算
入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
図
表
１
）

な
お
、
逆
の
ケ
ー
ス
で
、
事
業
年
度

の
中
途
で
定
期
給
与
の
額
を
減
額
し
た

場
合
で
、
や
は
り
①
、
②
に
該
当
し
な

い
と
き
、
例
え
ば
経
営
の
状
況
が
悪
化

し
た
も
の
の
「
著
し
い
悪
化
」
ま
で
に

は
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
原

則
と
し
て
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る

定
期
給
与
の
支
給
額
の
全
額
が
、
定
期

同
額
給
与
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
減
額
後
も
そ
の
各
支
給
時

期
に
お
け
る
支
給
額
が
同
額
で
あ
る
場

合
に
は
、
本
来
の
定
期
同
額
給
与
の
額

は
減
額
改
定
後
の
金
額
で
あ
り
、
減
額

改
定
前
は
、
そ
の
定
期
同
額
給
与
の
額

に
上
乗
せ
支
給
を
行
っ
て
い
た
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
減
額
改
定
前
の
定
期
給

与
の
額
の
う
ち
減
額
改
定
後
の
定
期
給

与
の
額
を
超
え
る
部
分
の
金
額
の
み
が

損
金
不
算
入
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

Q2
（
役
員
の
分
掌
変
更
に
伴
う
増
額
改

定
）

乙
社
（
年
一
回
四
月
決
算
）
で
は
、

代
表
取
締
役
Ｂ
が
急
逝
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
十
八
年
十
一
月
に
臨
時
株
主
総
会

を
開
催
し
、
取
締
役
Ｃ
を
代
表
取
締
役

に
選
任
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
の
役
員
給

与
を
月
額
五
〇
万
円
か
ら
前
任
者
Ｂ
と

同
額
の
月
額
一
二
〇
万
円
に
増
額
改
定

す
る
旨
の
決
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

場
合
、
乙
社
が
Ｃ
に
支
給
す
る
役
員
給

与
は
定
期
同
額
給
与
に
該
当
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ

原
則
的
に
は
、
定
期
給
与
の
改
定

が
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
三
月
経
過

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
定
期
同
額
給
与
に
該
当
し
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
代
表
者
の
急
逝
と
い
う
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
役
員
と
し

て
の
職
務
内
容
、
地
位
が
激
変
し
、
実

質
的
に
新
た
に
役
員
に
就
任
し
た
の
と

同
様
の
状
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
定
期
同
額
給
与
と
し
て
扱
わ

れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
よ
う
で
す
。（
図
表

２
）

Q3
（
一
定
期
間
の
減
額
）

丙
社
は
、
取
締
役
Ｄ
が
統
括
す
る
部

署
に
お
け
る
法
令
違
反
に
よ
り
行
政
処

分
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
社
会
的

な
責
任
に
鑑
み
、
臨
時
株
主
総
会
に
お

い
て
、
取
締
役
Ｄ
の
定
期
給
与
の
額
を

三
ヵ
月
間
二
〇
％
減
額
す
る
旨
の
決
議

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
丙
社
が

支
給
す
る
役
員
給
与
は
そ
の
全
額
が
定

期
同
額
給
与
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ

特
定
の
役
員
の
不
祥
事
等
に
よ
り

一
定
の
期
間
の
み
役
員
給
与
を
減
額
し
、

当
該
期
間
経
過
後
は
、
減
額
前
の
給
与

の
額
を
支
給
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合

に
は
、
各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給
額

が
同
額
で
な
い
こ
と
か
ら
定
期
同
額
給

与
に
該
当
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
秩
序
を
乱
し
た
役
員

の
責
任
を
問
う
べ
く
、
一
定
期
間
の
役

員
給
与
の
減
額
処
分
を
行
う
こ
と
は
、

企
業
慣
行
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
こ

れ
を
同
額
の
定
期
給
与
の
支
給
と
取
り

扱
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
実
態
か
ら
か
け

離
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
支
給
し
た
定
期
給

与
を
そ
の
役
員
が
自
主
的
に
返
還
し
た

場
合
に
は
、
定
期
同
額
給
与
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
実
質
が
同

じ
で
あ
る
役
員
給
与
の
減
額
処
分
に
つ

い
て
異
な
る
取
扱
い
と
す
れ
ば
著
し
く

バ
ラ
ン
ス
を
失
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
役
員
給
与
を
一
時

的
に
減
額
す
る
理
由
が
、
企
業
秩
序
を

維
持
し
て
円
滑
な
企
業
運
営
を
図
る
た

め
、
あ
る
い
は
法
人
の
社
会
的
評
価
へ

の
悪
影
響
を
避
け
る
た
め
に
、
や
む
を

得
ず
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
処
分
の
内
容
が
、
そ
の
役
員
の
行

為
に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
相
当
の
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

減
額
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
も
引
き
続

き
同
額
の
定
期
給
与
の
支
給
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
図
表
３
）



5月号 4

本
年
四
月
か
ら
、
事
前
に
社
会
保
険

事
務
所
等
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
給
付

（
入
院
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
保
険
診

療
分
の
み
が
対
象
）
が
現
物
給
付
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
希
望
し
な
い

人
や
外
来
分
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お

り
高
額
医
療
費
貸
付
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

高
額
療
養
費
は
、
そ
の
請
求
後
実
際

に
被
保
険
者
の
預
金
口
座
等
に
振
り
込

ま
れ
る
ま
で
約
三
カ
月
前
後
か
か
り
ま

す
。そ

こ
で
、
そ
の
間
の
生
計
保
障
的
な

も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
高

額
医
療
費
貸
付
制
度
で
、
高
額
療
養
費

を
担
保
に
、
無
料
で
貸
付
（
高
額
療
養

費
の
八
割
相
当
額
が
限
度
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
請
求
か
ら
二
週
間
前
後
で
被
保
険

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
の
社
会
保

険
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

高
額
医
療
費
貸
付
制
度

労働者が性別により差別されず、能力を十
分に発揮できる雇用環境を整備するため、差
別禁止の範囲が下記のとおり拡大、明確化さ
れました。
① 募集・採用、配置・昇進、教育訓練、一
定の福利厚生、定年・退職・解雇に加えて、
降格、パートへの変更、職種変更などの就
労形態の変更、退職勧奨、雇止めについて
も性別による差別が禁止されます。
② 配置については、同じ役職や部門であっ
ても権限や業務配分に差がある場合は、異
なる配置となり、性別を理由とした差別は
禁止されます。
また、前掲以外でも募集・採用にあたって

は労働者の身長、体重、体力、昇進では転勤
の経験の有無、コース別雇用管理における総
合職の募集・採用では転居を伴う転勤を要件
とする等合理的な必要性のない場合は「間接
差別」として禁止されます。
この他女性に対する差別禁止が、男女双方
に対する禁止に拡大されました。

男女雇用機会均等法が改正

65歳以上の高齢者については、次の点に留

意すべきでしょう。

① 老齢基礎年金の受給権が発生している

（原則として、国民年金や厚生年金保険等に

25年以上加入していること）65歳以上70歳

未満の厚生年金保険の被保険者については、

国民年金の第２号被保険者には該当しない

取扱いとなります。

したがって、その人に60歳未満の被扶養

配偶者がいる場合、その被扶養配偶者は第

３号被保険者には該当しないため、60歳に

達するまでの間は国民年金の第１号被保険

者として保険料を納付することになります。

② ①と同様65歳以上70歳未満の厚生年金保

険の被保険者が、その期間内に初診日があ

る傷病（ケガや病気）が原因で、１級また

は２級の障害等級に該当する程度の障害の

状態となったときには、障害厚生年金は支

給されますが、障害基礎年金は支給されま

せん。

③ 65歳以上の高齢者が厚生年金保険の被保

険者となる場合は、給与と年金の額により

年金額が支給停止となることがあります。

実際に停止されるのは、総報酬月額相当額

と基本月額（年金額（加給年金額を除く）

を12で割った額）を足した額が48万円を超

える場合で、停止額はその合計額から48万

円を引いた額の２分の１です。

④ 65歳以後就労する場合の課税対象額は、

給与、年金（老齢基礎年金・老齢厚生年金）

の合算額となります。

在職中は老齢基礎年金の支給繰下げ制度

（昭和17年４月２日以後生まれの人は、老齢

厚生年金の繰下げも可）を利用して、退職

後に繰下げにより増加された年金を受け取

るという方法があります。

⑤ 65歳以上の高齢者は、雇用保険の被保険

者となることはできません。

65歳以上の高齢者の
留意点




